
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 いよいよ2学期が始まりました。4月、1年生は中学校での生活を、2、3年生の人は新しい学年での生活を

スタートさせました。そして、7月までの3ヵ月半の中で「自律・自立・共生」に向けて着実に成長してきまし

た。 

1 年生の人は2年生や3 年生の先輩たちの姿を手本としながら、中学校での生活習慣を確実に身につけ、授

業や合唱など意欲的に取り組むことができました。2年生の人は、1つ1つの活動に落ち着いて取り組み、中堅

学年として3年生を支え、1年生をリードする姿を残してきました。3年生は最高学年として、授業や合唱など、

より良いものを目指して取り組み、常に手本となる姿を示してきました。 

 1学期当初、全校の課題として「自分から」ということを提示しました。何事にも誠実に、まじめに取り組む

上矢作中学校の生徒ですが、若干「自分から」取り組むという面では弱さを感じていました。しかし、少しずつ

改善されてきています。社会の授業において、分からない用語があたっときに「これ、どういう意味やろ？」と

戸惑い、そしてすぐに「この用語の意味を調べたいので、辞書を取りに行っていいですか」と自分から調べよう

とする姿がありました。また、数学の授業で「分母に√があると計算できないので、それを整数にすればいいこ

とまでは考えたのですが、ここからどうしたらいいのか分かりません。」と分かるところまでを発言し、仲間に

どうしたらいいかを問う姿、自分から分かろうとする姿が見られました。 

 ２学期は、1 学期を基盤に更なる成長を目指していきます。課題は「自分から『もっと』」としました。そし

て下図のようなビジョンをもとに指導にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち職員集団は、「求める姿」を達成するために、意欲を育てることが必要であるという立場に立って、次の

ことを大切にしていきたいと考えています。 

  ○「できた喜び」、「やってよかったという快感」を体験させ、目標達成の原動力となる意欲を湧き起こす。 

  ○目標を明確にし、目標達成時の姿（近未来の自分、班や学級の姿）を具体的にイメージさせ、努力の方向

をもたせ、更なる意欲を湧き起こす。 

  ○手順や方法を明確にし、精一杯努力した上で目標を達成させ、次なる高い目標を抱かせる。 

 2学期は1年間でもっとも長く、大きな学校行事も多くあり、そして学習内容も量が増え、質も高くなります。

逆に言えばもっとも成長できる時です。飛躍の2学期になるように尽力していきます。 

上矢作中学校 校長 柴 田 哲 也 

 

 

 

 

 

 ７月５日に恵那市教育委員会訪問がありました。恵那市の教育委員会からは教育委員長職務代理者の龍田和子

様、教育長の西尾教行様、東濃教育事務所から所長の高田大嗣様等、８名の方に来ていただき、授業を中心に生

徒たちの参観していただきました。参観後、それぞれの先生方から講評をいただきました。その中で、生徒の具

体的な姿を一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １学期の課題としてきた「自分から」取り組む姿、動き出す姿をいくつも認めていただけました。また、授業

の中で大切にしている「学び合い」についても高い評価をしていただけました。その中で、「いかに少人数の中で

多様性を引き出すか」など、私たちの課題も示唆していただきました。 

 外部の方から子どもたちの成長を認めていただけたことに自信をもちながら、しかし満足することなく、ご指

導いただいたことを生かして子どもたちに還元し、更なる成長へとつなげていきたいと考えております。 

 

  

 

 ７月は、３年生にとっては中学校生活最後となる中体連の大会がありました。７月４日の市大会を皮切りに、

東濃大会、県大会へと続きました。どの部も、どの選手も、今もっている力を精一杯発揮して、闘うことができ

たようです。目標とする結果にたどり着けず、悔しい思いをした部や選手もいたと思いますが、その悔しさが一

生懸命頑張ってきた証であり、これからの糧になると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

                    

 ２０１１．９．１（木） 

２０１１恵那市立上矢作中学校 学校報 

～自立・自律・共生を目指して～ NO， ７ 

求める姿 目標達成に向けて 自分から行動し 解決する 

  ① 1学期の「自分から」を継続する 

  ② 2学期は 

    
【合い言葉】 

  気炎万丈 

  勇猛果敢 

  気 迫 

猛 進 

基盤としてもたせたい意識 

 自分や自分たちが、伸びることに、どん欲であること 

 伸びようとする意欲 

自分から 

くらいつく 

なりふり構わず 

先生にさえ挑みかかる 

個独自の言動の表出 

【課題】 

自分から 

「もっと」 

【願う姿】自分の願いや目標

を、どんな課題や問題があって

も粘り強く取り組んで乗り越

え、何としても実現しようとす

る逞しい姿 

○笑顔、あいさつがさわやかで、心地よかった。 

○毎日の営みによって、「３年間で逞しくなった」と感じた。 

○手を使って説明しながら、本当に分かってもらおうと一生懸命説明していた。 

○示範を見て反射的に反応し、思わずつぶやきが出ていた。（授業への集中力の高さ） 

○指示棒を使い、マジックで書き加えながら説明していた。 

○「前へ出ていいですか」と黒板で説明しようとする積極的な姿が見られた。 

○資料を基に、自分なりの根拠をもって話ができていた。 

○教室、掲示物が整い、学習環境ができている。 

○ノートの文字の大きさ、色使いが良く、仲間の意見を記入し、そこに自分の思いを加えることができて 

いた。（ノートが考える場、整理する場になっている） 

○よく考えて、よく発言しており、学び合っていた。 

○生徒主体の活動ができていた。掲示物が生徒の手で作られていた。 

○子どもたちが自信をもって取り組めている。 



 今、どの部も２年生（あるいは１

年生）を中心とした新体制になりま

したが、来年の夏の中体連はもう始

まっています。 

３年生の先輩の姿を心に刻み、新

たな目標をもってがんばっていきま

しょう。 

 中体連の結果は下記のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月 6日に最高の授業の公開がありました。それぞれの学年で4月からの確実な成長を実感することができ

ましたが、今回は3年生の授業を紹介したいと思います。 

 数学の授業でしたが、まさに「学び合い」の授業ができていました。課題に対して、一人の生徒が考え方は分

かるが、具体的にどうしたらいいかが分からず、そのことを発言しました。この「分かりません」をきっかけに

学び合いが始まりました。次の人は、途中までの自分の意見を発表し、そこからどうしたらいいのかを問う発言

をしました。さらに、それに対して自分の考えを黒板のところへ行って説明する人がいました。互いの考えや疑

問を出しながら課題を解決していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「分からないことが分からない」といえる姿、これが分かろうとする姿でもあり、その分からないといった仲

間が分かるように、途中までであっても自分たちで考えを出し合う、それが学び合いになると思います。そして、

こういった中で、新たなものの見方・考え方・感じ方がさらに身についていきます。 

 

 

 

 

 

 

 ３年生の授業を見て、１,２年生の人は、自分たちとの違いをはっきりと感じると同時に、目指す姿を具体的に

つかむことができたようです。２学期の更なる飛躍の期待が膨らみました。 

 

 

 

 7月６日に福寿苑を訪問させていただきました。4月から取り組んできている合唱を聴いていただき、その後

で一緒に福寿苑祭りで使う飾りの用の花を作りました。合唱の祭には、手でリズムを取ったり、手拍子をしてく

ださったりしながら聴いていただき、最後には笑顔で拍手をしていただけました。合唱を通して「これからも元

気に頑張ってください」という願いが伝わればうれしいと思います。苑長様からお礼の言葉をいただきましたが、

逆に子どもたちに、こういう場を設けていただけることに感謝申し上げたと思います。 

  

 

 

 ７月１３日、１年生は吉良研修に出かけました。前半は、吉良中学校

で交流会、午後は講話と海での活動をしました。 

 吉良中学校では、200人を越える大集団の前で、緊張しながらも4月

から積み重ねてきた成果を発揮することができ、IMPACT を十分与え

ることができたと思います。また、演奏の良し悪しだけでなく、臆する

ことなく堂々と、そして1年生が一丸となって演奏できた姿が尊いと思

います。 

 後半は、宮崎海岸へ移動し、はじめに長年、地域でボランティア活動

をされている加藤善吉氏を講師に招き、地域のために活動することの意

義についてお話を聞きました。その後、水着に着替え、海岸でビーチバレー、ビーチフラッグなど楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

【9月】 下校時間 9月2１日までは１７：３０  9月27日以降は１７：００を基本とします。 

日 曜 主な活動＆行事 日 曜 主な活動＆行事 

１ 木 始業式        下校時間13：10 16 金  

２ 金 実力テスト      下校時間17：30 17 土  

３ 土  18 日  

４ 日  19 月 敬老の日 

５ 月  20 火 運動会総練習 

６ 火 山林学習       下校時間15：40 21 水  

７ 水 体重測定1年 染め出し        22 木 下校時間16：30 

８ 木 体重測定2年 PTA本部役員会 23 金 小中合同運動会   下校時間15：40 

９ 金 体重測定3年 24 土  

10 土  25 日  

11 日  26 月 振替休業日 

12 月  27 火 衣替え習慣（～10/7）下校時間17：00 

13 火  28 水 下校時間17：00 

14 水  29 木 部活写真       下校時間15：40 

1５ 木 交通指導    ３０ 金 生徒会所信表明演説    下校時間17：00  

《中体連 市大会》 

【野球部】 予選リーグ 惜敗     

【卓球部】 男子団体 リーグ戦 第５位   個人 1回戦及び2回戦 惜敗 

【バレーボール部】 第３位 ※東濃大会出場 

【ソフトテニス部】  

団体 優勝 川上夏貴 伊藤さやか 糸魚川真由 後藤美咲 太田名奈 伊藤美咲 

      花村綾菜 荻山桃菜  ※東濃大会出場 

個人 優勝 川上夏貴・太田名奈  ベスト8 伊藤さやか・糸魚川真由 ※東濃大会出場 

                  

《中体連 東濃大会》                       《中体連 県大会》 

【陸上競技部】  砲丸投げ 伊藤颯冶 ６位入賞 ※県大会出場    陸上競技 砲丸投げ 予選惜敗 

【バレーボール部】 １回戦 惜敗 

【ソフトテニス部】 団体 １回戦 惜敗   個人 2組出場1回戦および2回戦 惜敗 

☆今日の吉良研修で学んだことは、吉良の生徒から、相手へのもてなしの気持ちでした。いろいろすごく丁寧に 

やってくれたし、私たちが動くよりも前に察してくれたり、話しかけてくれました。これで学んだことを大切 

にし、自分に生かしたいです。 

☆加藤さんの話で、どうして活動をしているかのなど、分からなかったことがみんな分かったと思うし、それは 

「自分の住んでいる町のため」ということが分かりました。なので、私たちの町も自慢できるように、もっと 

もっと大切にしていきましょう。感想では、すぐにみんな手を挙げれていたのでよかったです。 

☆3年生の先輩の授業の様子を見て、まず質問している姿がすごいと思いました。私は分からないときも質問

できないし、途中で分からなくなっても、「ここまでは出来た」とかが全然言えないので、これからの授業

でしていけるように頑張りたいです。（１年生） 

☆今日は 3 年生の最高の授業を見ました。前見たときよりもすごくなっていて、教え合いや質問などがたく

さん出ていました。２年生は「分かりました」で済ませているので、「質問」などを増やしていって、いい

授業をしていきたいです。（２年生） 

人権週間（～16日）  
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